
２０２３年８月 南部ブロック会議議事録 

 

日時：２０２３年（令和５年）８月１３日（日）１０時より１１時５０分 

場所：中央公民館 第６・７集会室（５階） 

出席者：川瀬さん、酒本さん、高川さん、河野さん、宮崎さん、藤本さん、林さん、岡田さん、 

  椎名さん、竹田さん、近藤（以上１１名） 

 

岡田ブロック長が議長となり議事を進行した。 

１．８月３日開催 本部役員会議の報告（岡田ブロック長より報告） 

                  ⇒当日配布の役員会議事録に基づき説明 

  以下追加説明 

（１）本部関連 

  ④サポートセンターからの通達 

   ・今後は配架後のチラシ等の保存はしない。 

（２）専門委員会の動き 

① 研修委員会 

 ・事例発表会は年内に繰り上げ実施する。 

③広報委員会（酒本委員長より報告） 

  ・一番星通信に新たに設けた「ふなばしぶらり」に積極的な投稿をお願いしたい。 

（４）本部よりのお願い 

   事業計画にある本部主催のブロック間交流の１１月開催を検討している。 

 

２．各公民館の状況報告 

 中央（林んより報告）     ７/６  ふなばし SLネットワークと防災講座の打合せ 

              ７/２０ ８/２４  企画会議 

              １０/１８ １０/２５ 「生き抜くための防災講座」 

 浜町（藤本さんより報告） ９/１２ 映画会「映画解説＆上映会」 

 宮本（椎名さんより報告） ６/１５ ６/２２ ７/６ 「江戸文化と富士山信仰」 

 海神（高川さんより報告） ８/３ 企画会議 

              「かいじんおとなの教養講座」 

              １１/２ １１/９ １１/１６ テーマ：植物を愛でる、暮らしに緑を 

 

３．コーディネーターの仕事 

 岡田ブロック長は、一番星通信第１２２号に寄稿された三澤史子生涯学習部長の『さらなる「生 

涯学習社会」実現をめざして』の論文の概要を説明し、それを受け「コーディネーターの仕事」を 

提案した。 

  

『さらなる「生涯学習社会」実現を目指して』の概要 

 コロナ禍の活動自粛等の影響により、社会教育関連団体会員数の減少、市民の学び活動の停滞、 

高齢者の交流機会の減少、子供の体験機会の減少等を招いた。 

社会経済情勢の変化に対応した施策の充実が必要となり、様々な人たちに必要な学びの機会を設け 

ることが求められている。 

こうした状況下、船橋市は「ふなばし一番星プラン」を策定した。 

① 人生１００年時代への対応、 

② デジタル社会への対応、 

③ 「共生社会」実現のための取り組みの充実、 



④ 学びを広げる情報の充実、 

⑤ 地域の拠点「公民館」の充実を挙げた。 

今こそ、まさに生涯教育・社会教育の時代であり、「いつでも、だれでも、楽しく」学ぶ中で、 

自己の充実や生きがいを見つけ、更に、学びの成果を活かすことができる「生涯学習社会」の実現 

を目指し、生涯学習推進体制の整備・充実を図っていきたい。 

  

「コーディネーターの仕事」 

  コーディネーターの作業範囲は拡大している。対象者も広がっている。必要技能も拡大している。 

・講座を企画する 

 ①講座のテーマ選定 

 ②講座の設計、宣伝、チラシ作り、広報作業 

・講座の実施 

 ①会場の準備、受付、後片付け 

 ②講座内容のデジタル化、反省会の実施、講座の評価 

・コーディネーター能力の向上 

 ①コーディネーター間の情報の共有（役員会、ブロック会議、HP、SNS） 

 ②公民館との協業 

 

   コーディネーターに専念できる人が仕事をしているなどで減少し、また高齢化などで数自体も減 

少した。一方、新技術を持っている人は増えている。（ICT、デザインなど） 

 

 コーディネーターの仕事はボランティアであり、出来る時に、出来る人が、出来る作業を 

やりがいを持って実施したいが基本。 

 

 こうした状況下では個々のコーディネーターがそれぞれの得意分野を協業で果たす仕組み作りが 

必要で、HP 作り、デジタル化作業なども効率良く出来る仕組み作りが必要となってくる。 

 

次に議長は、出席者一人一人に意見を求めた。主な意見の内容は以下の通り。 

 

・地域住民が自ら解決しなければならないと認識するための講座が必要。 

・ボランティアといえども有償の部分を取り入れられないか。 

・コーディネーターが企画した講座について有償にしていただくなど。 

・一番星プランに協力してほしいと受け取ったが、新しい技能の習得など難しい。 

・新しい人にもっと参加してほしい。新しいアイデアなど必要。 

・公民館の企画に対して提案できる能力を身につけることが重要である。 

・自主的な努力がどれだけできるのかが大切である。 

・目標が達成できているか、共有できているか、第三者に還元できているかの判断／評価が必要。 

     

これらの意見を踏まえ、今後も議論を継続していく必要性を確認した。 

  

 

４．南部ブロックエリアの史跡巡り 

（コースについて河野さんより説明） 

１０時に市民文化ホール前に集合し、太宰治文学碑、浄勝寺、不動院、覚王寺、 

圓蔵院/えんが地蔵尊、御蔵稲荷神社、東照宮、厳島神社、森田呉服店、道祖神社、 

猿田彦神社（庚申堂）、稲荷神社、西向地蔵を巡回する。 

 



（以下の事項を出席者で協議のうえ確認） 

  開催日時 １０月３１日（火）１０時～１２時 

  懇親会  史跡巡り後に昼食会 

  案内   川瀬建雄さん、河野成夫さん 

 

５．その他 

（１） 岡田ブロック長が新会員からコー連協の活動の仕方について意見を聴取し、参加を促すこと 

とした。   

 （２）史跡巡りに於いてコー連協会員が入っている保険が適用されるかについて確認する。     

 （３）次回の南部ブロック会議の開催は、１０月１５日（日）１０時より浜町公民館で開催する。  

                                                                 

以上  


